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センター長江　二 心
　阪神大震災で自然の力のすさまじさを思い知らされて始まった1995年は，追い打ちを掛けるか
のようにして起きたオウム関連，分けても地下鉄サリン事件で人間もまた理不尽な暴力を自らふ
るうことができることをまざまざと見せつけられた。そして地域的には，1995年末から1996年年
始にかけ札幌・小樽地区を襲った観測史上始まって以来という豪雪と，まさに戦後50年の平和の
終わった徴ではないかとの印象を持たれた人が多かったのではないだろうか。
　時は人を待たず，本センターも設立以来早や五年を経過した。この間，大学の教育改革の荒波
に揉まれながらも，初心を忘れることなく本学の個性の一つとしての国際性の発展を支えるべく
外国語教育に二進してこれたことにはささやかな二二を抱いてよいのではないだろうか。さらに
長年の懸案であった視聴覚教育施設の全面的な更新と発展の事業が本年度最終段階を迎えること
ができたことには深い感慨を覚えると共に，副センター主君羅先生を始め関係各位に深く感謝申
し上げたい。最終段階の設備で特筆すべきは，学生のディベートやプレゼンテーションの能力を
開発することを主眼にした二二のマルチ・メディアホールであろう。今年度より稼働し始めたコ
ンピューター支援ラボが目指しているインタラクティヴな教育空間の創造もこのマルチ・メディ
アホールの完成と共に一段と進むことが期待される。付属図書館でも新メディアへの対応が図ら
れていることを考えれば，情報処理センターも含めた三位一体の効率的な運用による研究教育の
飛躍を展望する時期が来ているようにも思われる。大学上げての取り組みを是非お願いした。
　もちろん問題点も新たに露呈してきている。秒進二歩とも言われている技術革新のため，機器
の陳腐化が予想以上に早く進むことで，今回の設備更新のサイクルが約20年であったことを考え
ると危機感を抱かざるを得ない。ソフトの充実を含め，予算措置のあり方を再検討する時期がやっ
てきているように認識される。次いで大きな問題は，新施設の教育システムへの組み込みが理論
的にも実践的にもきちんと整理されていないことである。具体的には教官の個入的レベルですべ
てが推移しているため，教育メソッドとしての情報整理と公開が不足し，結果としてシステムと
して立ち上がらない状況が現出しており，マルチ・メディアホールの稼働が間近に迫っている今
日，早急な対応が必要であろう。
　そのほか本センターの活動としては，例年通りながら，夏期海外短期語学研修が無事終了でき
たことがまず挙げられるだろう。国際交流センター開設により運営のより一層の円滑化が期待さ
れるが，こういつた事業では慣れからくる三二が怖い。さらに外国人による各外国語会話の公開
講座も軌道に乗り順調であった。感動であったのは，山田学長が提唱され実施されてきた「人に
優しい」環境作りとして，身体障害者向けにエレベーター等が整備されたおかげで，カー教官担
当の英語会話講座に初めて身体障害者の方をお迎えし，無事終了証をお渡しできたことである。
学生らのボランティアが支えになっていたことも申し添えて置かねばならない。さらに北海道大
学で行われた日本ドイツ語ドイツ文学会全国大会を機会に本センターの大塚譲教授を中心にゲー
テインスティトゥートの協力の下ドドイツ語教育ワークショップ」が平成7年9月22本センター
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で開催され，ドイツ語教育をめぐって活発な意見交換が行われた。本センターの研究教育活動が
確実に進み内外の評価が高まって来ているととの証左であろう。
　本センター教官の海外研修も例年通り活発であった。比較言語文化部門の高橋純教授がパリ高
等研究院での1年半の研修を終えられ平成7年8月に帰国された。外国人教師ダイアン・カマラー
タ・チャールズワース教官は平成7年7月！3日より9月3日までと同年12月14日より平成8年
1月13日までの二回，米国ニューヨーク州立大学バッファロー校にて博士論文審査準備と研究資
料収集に当たられた。永原和夫教授（個別言語部門英語系）は平成7年8月21日より9月13日
までアイルランド，ダブリン市のトリニティ大学においてジェイムズ・ジョイスとアイルランド
古代教会文化の研究に従事された。山田真史教授（同スペイン語系）は同年7月22日から8月12
日までバルセロナ自治大学・日本研究センターで共同研究の打ち合わせの他マドリッド国立図書
館等で資料収集に当たられた。高井牧助教授（応用言語部門〉は同年7月30日より8月10日ま
で米国カリフォルニア州およびミズリー州にて資料収集を行われた。大島稔教授（英語系）は昨
年に引き続き文部省科学研究費補助金（国際学術研究）による「環北太平洋の危機に瀕した原住
民言語にかんする緊急調査」にかかる現地調査のため同年7月26日より9月1日まで米国アラス
カ州に出張された。
　本年3月には言語センター体制になって初めての卒業生を送り出す。国際感覚や語学能力で従
来から見ていささかなりとも進んだ卒業生が出ることを期待したい。そして，新装なった視聴覚
教育施設をどう利用して行くのか，本センター教官のみならず全学からの提言と活発な議論の展
開とを願って止まない。
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